


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年度が始まりました。皆さん、大学生活を楽しんでいますか？新しいことにチャレンジした
くなる季節ですね！ 

今回、キャリアセンターでは、皆さんが AI を「遠い世界の技術」ではなく、「自分の可能性を広
げる最強の相棒」として体感できる特別な時間を用意しました。今、私たちの社会は大きな転
換点にあります。テレビや SNS で「AI」という言葉を見聞きしない日はありませんが、皆さん

はそれを「自分に関係のあること」として一度、考えてみませんか。 

 

 1. 【講演会】（14:00〜15：00） 

AI で、仕事はこう変わる 

まずは、ビジネスの最前線で何が起きているのかを知ること

から始めましょう。  

講師にお迎えするのは、日清食品ホールディングスの執行役

員 CIO（最高情報責任者）です。カップヌードルで知られる日清

食品は、いまや世界で最も AI 活用が進んでいる企業の一つで

す。「なぜ食品メーカーが AI なのか？」「文系・理系を問わず、こ

れからの社会人に求められる力とは何か？」 最前線を走るリー

ダーから直接語られる言葉は、皆さんの「働くこと」へのイメージ

を 180 度変えてしまうかもしれません。 

「AI に仕事が奪われる」と怯えるのではなく、「AI を使ってど

う世界を面白くするか」。そのヒントを、この 1 時間でぜひ掴み取

ってください。 

2. 【ワークショップ】（15:30〜18：30） 

学生✖社会人✖AI 

MOONSHOT MATSUYAMA 

講演会で刺激を受けた後は、学生✖社会人✖AI がチームになる

時間です。「MOONSHOT（ムーンショット）」とは、月に行くという

無謀とも思える大胆な挑戦のこと。松山の企業の若手社員の皆さ

んとチームを組み、「AI を相棒にして、10 年後の松山のビジネス

の未来をひっくり返す」アイデアを考えます。 

AI の専門知識は不要です。皆さんのアイデアを形にするのを手

伝ってくれる「AI エージェント」を活用して進めます。 

松山市・松山商工会議所・伊予銀行と南海放送、伊予鉄道、三浦工

業などさまざまな企業の若手社員が参加します。 

 

 

経済・経営・人文・法学部の皆さんへ： AI にはできない「志」や「感性」が主役です。社会人の皆さんの「現場の
悩み」を、皆さんの「自由な発想」で解決する快感を味わってください。 

 薬学部の皆さんへ： 専門知識と AI を掛け合わせることで、医療や暮らしの常識を塗り替える発明が生まれ
るかもしれません。そのプロセスは、将来の専門職としてのキャリアにも必ず活きます。  

情報学部の皆さんへ： AI の仕組みを知っている皆さんだからこそ、その「使い道」をデザインするリーダーに
なってほしいと考えています。技術をただのツールに留めず、社会課題を解決する「社会実装の最前線」を体験
してください。 


